
５
月
１
日
（
水
）
「
越
谷
地
区
メ
ー
デ
ー
」

の
集
会
が
サ
ン
シ
テ
ィ
越
谷
市
民
ホ
ー
ル
の
小

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
の
初
日
、
10
連
休
の
真
ん
中
、
青

空
が
広
が
る
五
月
晴
れ
の
も
と
、
家
族
で
お
出

か
け
の
人
も
多
い
中
で
、
参
加
人
数
の
減
少
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
労
組
数
29
組
合
、

参
加
者
は
４
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
日
年
金
者
組
合
越
谷
支
部
は
、
会
場
前

で
組
合
旗
の
も
と
「
第
59
回
越
谷
地
区
メ
ー
デ
ー
」

「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
を
」

の
二
つ
の
横
断
幕
を
か
か
げ
14
名
で
「
年
金
削

減
は
許
さ
な
い
。
全
国
で
５
０
４
４
人
が
国
を

相
手
に
裁
判
！
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
チ
ラ
シ
を

配
布
し
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
集
会
で
は
主
催
者
挨
拶
の
後
、
来

賓
と
し
て
越
谷
市
選

出
の
国
会
議
員
、
県

議
会
議
員
、
市
議
会

議
員
、
吉
川
市
議
会

議
員
、
松
伏
町
議
会

議
員
の
方
が
た
が
壇

上
に
並
び
、
各
会
派

の
代
表
の
方
か
ら
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

又
、
高
橋
越
谷
市
長

の
代
理
の
方
か
ら
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

読
み
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

そ
の
後
特
別
決
議
と
し
て
「
原
発
の
再
稼
働

を
許
さ
ず
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求

め
る
決
議
」
「
９
条
改
憲
を
許
さ
ず
、
平
和
な

日
本
を
求
め
る
決
議
」
「
労
働
法
制
の
改
悪
を

許
さ
な
い
決
議
」
の
案
が
読
み
上
げ
ら
れ
全
員

の
拍
手
の
も
と
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

又
「
メ
ー
デ
ー
宣
言
」
の
案
が
読
み
上
げ
ら

れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
年
金
者
組
合
の

山
本
副
支
部
長
（
右
写
真
中
央
）
が
「
第
59
回

越
谷
地
区
メ
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
読
み
上
げ
、

そ
れ
に
参
加
者
が
続
き
唱
和
し
ま
し
た
。
年
金

者
組
合
の
参
加
者
は
24
名
で
し
た
。

集
会
の
後
は
恒
例
に
な
っ
た
お
楽
し
み
抽
選

会
。
今
年
は
年
金
者
組
合
か
ら
は
千
円
の
ク
オ

カ
ー
ド
が
当
た
っ
た
人
が
一
人
で
し
た
。

抽
選
会
後
は
越
谷
市
民
ホ
ー
ル
前
か
ら
30
分

ほ
ど
の
パ
レ
ー
ド
。
年
金
者
組
合
は
お
揃
い
の

オ
レ
ン
ジ
の
ブ
ル
ゾ
ン
が
多
く
目
立
ち
ま
し
た
。

又
、
昨
年
越
労
連

に
加
入
し
た
俳
優

座
労
組
が
青
い
旗

の
も
と
で
行
進
し

て
い
る
の
が
目
新

し
か
っ
た
で
す
。

南
越
谷
駅
で
解
散
。

皆
で
記
念
写
真
を

と
っ
た
後
、
近
く

の
蕎
麦
屋
で
14
名

参
加
で
ご
苦
労
さ

ん
会
を
し
ま
し
た
。

（
五
十
嵐
）
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点

睛

昭
和
35
年
ご
ろ
、
こ
の
道
路
は
計
画
さ
れ
ま

し
た
。
南
北
を
通
る
幹
線
道
路
（
４
号
バ
イ
パ

ス
、
旧
４
号
、
産
業
道
路
）
に
対
し
、
東
西
を

通
る
道
路
（
草
加
の
環
状
道
路
・
２
９
８
号
と

春
日
部
の
16
号
）
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

の
が
こ
の
道
路
で
す
。
未
工
事
は
草
加
バ
イ
パ

ス
と
旧
４
号
の
間
1
・
3
km
。
文
教
大
学
前
を

通
る
桜
並
木
が
含
ま
れ
る
箇
所
で
す
。

12
～
3
年
程
前
に
越
谷
県
土
整
備
事
務
所

（
市
役
所
の
裏
に
あ
り
ま
す
）
が
関
係
自
治
体

や
桜
並
木
保
存
会
、
元
荒
川
の
自
然
を
守
る
会

等
に
５
～
６
回
説
明
会
が
あ
り
、
高
架
、
地
下
、

半
地
下
、
右
岸
側
な
ど
の
方
式
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
騒
音
や
公
害
等
を
発
生
さ
せ
、
従
来
の

生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
ど
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
末
に
県
土
整
備
か
ら
関
係
箇
所
に
話
が

あ
り
、
内
容
は
「
ル
ー
ト
を
北
越
谷
を
通
る
都

市
計
画
の
変
更
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

県
土
整
備
事
務
所
は
関
係
す
る
北
越
谷
、
出

津
、
さ
し
き
た
、
堤
根
の
各
自
治
体
で
2
，
3

回
づ
つ
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
新
設
工
事
は
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
と

い
う
ス
タ
イ
ル
が
多
い
の
が
実
例
で
す
が
、
今

回
は
今
の
と
こ
ろ
該
当
地
か
ら
反
対
等
の
声
が

少
な
い
と
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
戦
後
の
復
興
を
願
う
地
元
の
人
た

ち
が
桜
の
苗
木
を
寄
付
し
育
て
、
「
憩
い
」
の

場
と
し
て
永
い
間
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
る
自
然

は
残
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

桜
並
木
の
保
存
や
生
活
環
境
の
影
響
に
つ
い

て
、
今
後
の
進
み
方
を
し
っ
か
り
見
つ
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
関
心
・
不
明
な
点

等
あ
る
方
は
森
山
（
９
７
５
ー
４
７
５
２
）
へ

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
森
山
勝
司
）

第
59
回
越
谷
地
区
メ
ー
デ
ー

年
金
者
組
合
24
名
参
加

年金署名2019

『若い人も高齢者も安心できる年金制度を』 署名に協力を！

文
教
大
学
前
に
25
ｍ
道
路

桜
並
木
の
保
存
は
？

２０１９年

２５２号
5月２２日（水）

第
42
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
の
お
知
ら
せ

日
時

６
月
５
日
（
水
）
９
時

集
合
場
所

新
越
谷
駅
上
り
ホ
ー
ム

最
後
尾

（
今
回
は
都
内
新
宿
御
苑
に
行
き
ま
す
）

☆
詳
細
は
前
号
の
チ
ラ
シ
を
参
照
し
て
下
さ
い


